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MSP-E 防災会 

【MSPMSPMSPMSP----EEEE 防災会防災会防災会防災会    会長会長会長会長よりごよりごよりごよりご挨拶挨拶挨拶挨拶】 
ＭＳＰ－Ｅ防災会（以下Ｅ―防災会と略）防災新聞創刊号発行にあたりご挨拶させて頂きます。Ｅ－防災会はＭ

ＳＰ－Ｅに住む６０３戸・約１８００人、全ての住民の皆様を会員とした組織です。マンション及び全住民の安全・安

心・財産を守る事、これが第一の使命であることを細則に謳っています。 

また私自身はＥから災害による死者も、災害難民も一人も出さないと決意しています。私は災害とは予想外の

出来事で日常生活が維持できなくなる事と定義づけており、Ｅ－防災会はその危機に備え万一事ある時は全住

民の皆様と共に１日も早い日常生活への復帰を目指します。 

子供達の歓声・シニアの皆様の笑顔・住民の皆様が挨拶しあう日常こそ私達のＭＳＰ-E の姿です。Ｅ－防災

会は皆様と共に歩みます。ご支援をよろしくお願い致します。     （富坂 明） 

 

【MSPMSPMSPMSP----EEEE 防災会防災会防災会防災会    組織図組織図組織図組織図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イースト防災会 防災新聞 第 1 号 
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緊急時防災会の役割
*災害対策本部を⽴ち上げ、理事会に代わり、災害対策のリードをする。

災害発生時 消防や警察、自衛隊などの公的支援が到着するまで、被害の軽減を図り、
消⽕活動や救出・救助、避難誘導など⾏う。
・まず自分/家族の身を守る。次に周囲の人々の安全を確認し、手助けを
　必要とする人を支援する。安否確認を⾏う。
・災害時要配慮者への支援を⾏う。
・初期消⽕、救出救援、けが人の応急手当、搬送を⾏う。
・周囲の人々に呼びかけ安全な避難を⼼掛ける、率先避難者となる。
・⾏政と連携して避難所の開設、運営にあたる。
・正確、適切な情報収集に努め、周囲に伝達する。 等

災害発生後 自治体、防災関係機関、NPOなどと連携・協働して被災者支援にあたる。
・管理組合等と協⼒して被災者支援にあたる。
・救援物資の搬送、仕分け、配布にあたる。
・災害ボランティアとして避難所支援にあたる。
・災害ボランティアとして瓦礫の撤去なとじ被害者のニーズに応じて活動する。
・災害ボランティアの支援を⾏う。 等

支援救急班
太田昌平

衛生清掃班
山田博志

安全確認班
木村 隆

物資機材管理班
古木 美代之

インフラ管理班
砂田幸一

情報班
----

事務局
小泉容子

副会⻑
吉田忠雄

副会⻑
宮崎義則

事務⻑
浅井裕一

会⻑
富坂 明

平常時防災会の役割
*防災・減災に関する事項につき検討し理事会に対して諮問し、活動する。

平常時 自分の身のまわり、家庭の防災・減災対策の実施。地域や企業における防災意識の
啓蒙活動、訓練・研修などの計画や検討、実⾏する。
・家庭、地域社会や職場などの話し合いや訓練、備蓄など防災対策を検討する。
・自分の住んでいる地域の災害発生の可能性を調査し、対応を検討する。
・家具の固定や建物の耐震診断・補強などを実施、周囲への普及に努める。
・避難経路、避難場所の確認、安否確認⽅法を検討する。
・マンション等、集合住宅等の防災対策を講じる。
・地域防災計画作成を推進する。
・地域や自治体と協⼒して、"災害時要配慮者名簿"作成を検討し、
  災害時に対応できる様にする。
・住⺠を対象として、防災訓練、避難所開設訓練等を企画、検討、実⾏する。
・住⺠への、AED・応急手当、初期消⽕訓練の計画を検討、実⾏する。 等
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【各班長各班長各班長各班長よりよりよりより    安全確認班安全確認班安全確認班安全確認班】】】】 

阪神・淡路大震災後、防災意識が高まり防災士制度ができました。本年、私は防災士試験を受験し晴れて

防災士の資格を得ました。 

災害被害の軽減は自助・共助・公助によって実現されます。自分の命は自分で守るという自助努力が最も

重要ではありますが、個人の力には限界があります。自助の限界を補う為に防災士として、共助の一翼を担うこ

とができればと考えていますのでよろしくお願いします。    （木村隆） 

 
【自然災害自然災害自然災害自然災害とととと私私私私たちたちたちたち    そのそのそのその１１１１】 
私たちは、自然災害の脅威にさらされつつ、毎日を過ごしているといっても過言ではありません。現在、緊急事

態宣言が発出されることになった、｢新型コロナウイルス肺炎｣禍も大きな災害と位置付けられそうです。ここでは、

自然災害の中でも、大きな被害をもたらすであろう｢南海トラフ巨大地震・津波｣に関して、私たちのマンションが

受けるであろう被害について、数回にわたり掲載します。 [出典：兵庫県資料]  （澤田悠紀夫） 

１ 南海トラフ巨大地震 

南海トラフ巨大地震とは、日本列島の太平洋沖、深さ

4,000m 級の｢南海トラフ｣沿いの広い震源域で連動して起こ

ると警戒されているﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ(M)９級の巨大地震のことで、

100～200 年間隔で大地震が繰り返し発生しています。数年前に 30 年間に 70～80%の確率で起こると予測さ

れています。なお、学識者の中には、過去の記録から 2030 年前後の確率が高いと予測をしている人もいます。 

  

【イーストイーストイーストイーストおおおお守守守守りりりり隊募集隊募集隊募集隊募集】 
昨年イーストお守り隊を募集いたしました。協力頂ける連絡

のあった方々（85 名）につきまして、表面の各班のいずれか

に仮で割り当てしたいと考えております。 

募集時とは各ご家庭でのご事情が変わっている場合もあ

るかと思いますので、近日中に、そのお伺いのポスティングを

致します。 

また、お守り隊は継続して募集しております、ご協力の程、

よろしくお願い致します。      （事務局） 

 

 

 

 

 

昨年度通常総会にて承認されましたイースト防災会です。防災会としては、初の防災新聞発⾏

となりました。定期的に防災新聞を発⾏することが、防災減災に関する情報発信や啓蒙活動とし

て役⽴つものと考えて、今年は定期的に発⾏していく予定です。発⾏は紙媒体以外の WEB や

SNS でも⾏っていく予定です。    （浅井裕一） 

https://www.facebook.com/MSPEBOSAI 

発生確率：30年以内に70～80%、最大規模：M９、灘区：震度６弱

津波TP(東京湾平均海面)＋3.4m、到達時間100分


